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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】着用者が発汗していることが外部から分かるよ
うな機能を備える吸収性物品を提供する。
【解決手段】外装体は、下記（Ａ）乃至（Ｃ）、（ａ）
乃至（ｃ）のいずれかである。（Ａ）熱可塑性繊維から
なる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からな
る非肌側の外層シートと、前記内層シートと外層シート
との間に配置されたセルロース繊維含有シートとを備え
た構成、（Ｂ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内
層シートと、熱可塑性繊維からなる非肌側の外層シート
と、前記内層シートよりも着用者の肌側に配置されたセ
ルロース繊維含有シートとを備えた構成、（Ｃ）熱可塑
性繊維部位とセルロース繊維部位とからなる着用者の肌
側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非肌側の外層
シートとを備えた構成。（ａ）明度が、Ｎ９．０、（ｂ
）色相が、Ｒ、ＹＲ又はＹ、明度Ｖ８以下、且つ彩度Ｃ
３以上、（ｃ）色相が、ＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ
又はＲＰ。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収体と、該吸収体を保持する外装体とを備えた吸収性物品であって、
　前記外装体は、下記（Ａ）乃至（Ｃ）のいずれかの構成からなり、吸湿時と乾燥時との
厚さ方向の全光透過率の差が５％以上であり、
　前記外装体の色は、マンセル表式系において、下記（ａ）乃至（ｃ）のいずれかである
吸収性物品。
　　（Ａ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非
肌側の外層シートと、前記内層シートと外層シートとの間に配置されたセルロース繊維含
有シートとを備えた構成、
　　（Ｂ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非
肌側の外層シートと、前記内層シートよりも着用者の肌側に配置されたセルロース繊維含
有シートとを備えた構成、
　　（Ｃ）熱可塑性繊維部位とセルロース繊維部位とからなる着用者の肌側の内層シート
と、熱可塑性繊維からなる非肌側の外層シートとを備えた構成
　　（ａ）明度が、Ｎ９．０（白）
　　（ｂ）色相が、Ｒ（赤）、ＹＲ（黄赤）又はＹ（黄）、明度Ｖ８以下、且つ彩度Ｃ３
以上
　　（ｃ）色相が、ＧＹ(黄緑)、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ
（紫）又はＲＰ（赤紫）
【請求項２】
　前記外装体が、構成（Ａ）又は（Ｂ）である場合、前記外装体における前記内層シート
、前記外層シート及び前記セルロース繊維含有シートの少なくとも一つは、少なくとも一
部に他の部位又は他のシートとは異なる色を有し、
　前記外装体が、構成（Ｃ）である場合、前記外装体における前記内層シート及び前記外
層シートの少なくとも一つは、少なくとも一部に他の部位又は他のシートとは異なる色を
有する請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記外装体が、構成（Ａ）又は（Ｂ）である場合、前記セルロース繊維含有シートは、
少なくとも一部の色が、前記内層シート及び前記外層シートとは異なり、
　前記外装体が、構成（Ｃ）である場合、前記内層シートは、少なくとも一部の色が、前
記外層シートとは異なる請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記外装体が、構成（Ａ）又は（Ｂ）であり、前記セルロール繊維含有シートは、着色
された図柄を有する請求項３記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記図柄の色は、マンセル表色系で色相がＹＲ（黄赤）又はＹ（黄）以外で彩度Ｃ３以
上Ｃ１４以下を含む請求項４に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記図柄の色は、マンセル表色系で色相がＢＧ（青緑）、Ｂ（青）又はＢＰ（青紫）を
含む請求項４に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記セルロース繊維含有シートは、前記内層シートと前記外層シートとの間に配置され
ている請求項１～６のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記セルロース繊維含有シートは、外層接合部により前記外層シートに部分的に接合さ
れている請求項７に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記外層接合部は、前記セルロース繊維含有シートの前記図柄の上にある請求項８に記
載の吸収性物品。
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【請求項１０】
　前記セルロース繊維含有シートは、内層接合部により前記内層シートに部分的に接合さ
れている請求項７に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記内層接合部は、前記セルロース繊維含有シートの前記図柄の上にある請求項１０に
記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記セルロース繊維含有シートは、見掛け密度が０．００８ｇ／ｃｍ３以上である請求
項１～１１のいずれか１項に記載の吸収性物品。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨ておむつに代表される吸収性物品は、排泄物を吸収する吸収体と、吸収体を着用
者の所定の位置に保持する外装体を備える。外装体は、排泄物の漏れを防ぐように、疎水
性繊維から主として成る不織布シートで構成されることが多い。しかし、着用者の姿勢の
変化等が原因で漏れが起こる場合もある。そこで、排泄物によっておむつが濡れたことを
知らせる機能を有する使い捨ておむつが種々提案されている。例えば、吸収体における着
用者当接面と反対側の面に尿が到達すると変色するｐＨ指示薬を含むもの、水に濡れると
変色する薬剤を含むものが知られている。
【０００３】
　また、着用者の肌側と外側の通気性シートの間に、漏れた排泄物を吸収するための液拡
散性繊維シートを配置した使い捨ておむつも提案されている（特許文献１）。液拡散シー
トは、外側の通気性シートと、糸ゴムを介して着用者側の通気性シートとに、夫々接着さ
れるが、接着剤をシート全面ではなく間欠的に塗布して非接合部を設けることによって、
おむつの通気性、透湿性を保つとされている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開ＷＯ２０１６／０９３３７１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、おむつ内の蒸れや、かぶれの大きな要因である発汗を知らせる機能を有する吸
収性物品は未だ知られていない。
【０００６】
　そこで、本発明は、着用者が発汗していることが外部から認識できる吸収性物品を提供
することを発明の課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　すなわち、本発明は、吸収体と、前記吸収体を保持する外装体とを備えた吸収性物品で
あって、前記外装体は、下記（Ａ）乃至（Ｃ）のいずれかの構成からなり、吸湿時と乾燥
時との厚さ方向の全光透過率の差が５％以上であり、前記外装体の色は、マンセル表式系
において、下記（ａ）乃至（ｃ）のいずれかである吸収性物品である。
（Ａ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非肌側
の外層シートと、前記内層シートと外層シートとの間に配置されたセルロース繊維含有シ
ートとを備えた構成、
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（Ｂ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非肌側
の外層シートと、前記内層シートよりも着用者の肌側に配置されたセルロース繊維含有シ
ートとを備えた構成、
（Ｃ）熱可塑性繊維部位とセルロース繊維部位とからなる着用者の肌側の内層シートと、
熱可塑性繊維からなる非肌側の外層シートとを備えた構成
（ａ）明度が、Ｎ９．０（白）
（ｂ）色相が、Ｒ（赤）、ＹＲ（黄赤）又はＹ（黄）、明度Ｖ８以下、且つ彩度Ｃ３以上
（ｃ）色相が、ＧＹ(黄緑)、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ（紫
）又はＲＰ（赤紫）
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の吸収性物品は、発汗時に着用者の肌色を外部から視認できる構成としたことで
、着用者が発汗していることがおむつの外から認識できるので、衣類や室温の調整を行っ
て発汗を抑制し、かぶれ等の発生を予防することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】吸収性物品の一例のテープ型使い捨ておむつ１の斜視図である。
【図２】外装体１３の一例のＡＡ’断面図である。
【図３】外装体１３の他の例のＡＡ’断面図である。
【図４】パンツ型使い捨ておむつ２を表す図であり、（ａ）は斜視図であり、（ｂ）は肌
側からみた展開平面図である
【図５】外装体２３のＡＡ’断面図である。
【図６】外装体２３のＡＡ’断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本発明に係る吸収性物品の実施形態であるテープ型使い捨て
おむつを説明する。図１に示すように、本実施形態に係るテープ型使い捨ておむつ１は、
着用者の排泄物を吸収する吸収体１２と、吸収体１２を着用者の所定の位置に保持する外
装体１３とを備える。吸収性物品の他の例としては、図４に示すようなパンツ型使い捨て
おむつ、分割型使い捨ておむつ、及び使い捨てサニタリーショーツが挙げられる。
【００１１】
　外装体１３は、図２に示すように、肌側の内層シート１３１と、非肌側もしくは外側の
外層シート１３２と、内層シート１３１と外層シート１３２との間に設けられたセルロー
ス繊維含有シート１３３とを備える。内層シート１３１及び外層シート１３２は、それぞ
れ熱可塑性シートからなる。
【００１２】
　本実施形態において、セルロース繊維含有シート１３３は、内層接合部１３４ａ，１３
４ｂ，１３４ｃを介して内層シート１３１と接合され、外層接合部１３４ｄ，１３４ｅを
介して外層シート１３２と接合される。内層接合部と外層接合部との両方を指して、接合
部１３４とする。セルロース繊維含有シート１３３は、外装体１３の少なくとも一部に備
えられればよく、背側部１３ａ、腹側部１３ｂ、背側胴回り部１３ｃ、腹側胴回り部１３
ｄ等いずれの部分であってもよい。発汗を容易に認識する観点からは、少なくとも背側胴
回り部１３ｃに備えられることが好ましい。
【００１３】
　外装体１３は、吸湿時と乾燥時との厚さ方向の全光透過率の差が５％以上であり、マン
セル表色系において下記（ａ）乃至（ｃ）のいずれかを満たした色を呈する。
　　（ａ）明度が、Ｎ９．０（白）
　　（ｂ）色相が、Ｒ（赤）、ＹＲ（黄赤）又はＹ（黄）、明度Ｖ８以下、且つ彩度Ｃ３
以上
　　（ｃ）色相が、ＧＹ(黄緑)、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ
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（紫）又はＲＰ（赤紫）
【００１４】
　本実施形態に係る本実施形態の使い捨ておむつ（以下、単におむつとも称する）１は、
乾燥時、セルロース繊維含有シート１３３を外側から認識することができる。汗により外
装体１３が吸湿した際には、外装体１３の光透過性が増大して着用者の肌の色が透けて見
えるので、着用者の発汗を外部から認識することができる。
【００１５】
　すなわち、乾燥時には、セルロース繊維間又はセルロース繊維と熱可塑性繊維の他の繊
維の間に空気が存在している。セルロース繊維の屈折率は約１．５５であり、空気の屈折
率は約１．０であるので、セルロース繊維との間で光が反射される。セルロース繊維含有
シート１３３が吸湿した際には、セルロース繊維間に水分が保持される。水の屈折率は約
１．３であるので、乾燥時より反射光が減少する。本発明において外装体は、吸湿時と乾
燥時との厚さ方向の全光透過率の差を５％以上とし、上記（ａ）乃至（ｃ９のいずれかを
満たす色を呈するよう構成したので、外装体が吸湿すると、セルロース繊維含有シート１
３３の全光透過率が増加し、ひいては外装体１３の全光透過率が増加することによって、
着用者の肌の色が透けて見えて、着用者の発汗を外部から認識することができる。
【００１６】
　本発明において、厚さ方向の全光透過率は、日本電色工業（株）の濁度系ＮＤＨ５００
０を用い、ＪＩＳ　Ｋ７３７５：２００８「プラスチック－全光線透過率及び全光線反射
率の求め方」に準じて、外装体１３全体について測定する。外装体１３が、後述するよう
な弾性体を含む場合には、該弾性体を最大限伸張させた状態で測定する。また、外装体１
３の構造が一様では無く積層数等が異なる場合、セルロース繊維含有部分を含む最も積層
数が少ない部位について測定する。
【００１７】
　外装体の試料片をデシケータ中で一昼夜乾燥した後、乾燥時に２０℃、５０％ＲＨの恒
温恒湿度の部屋にて全光透過率を測定して乾燥時の全光透過率とする。乾燥時の全光透過
率は、７０％以下であることが好ましい。また、乾燥時の外装体１３の色は、マンセル表
色系において彩度Ｃ６以上であることが好ましい。吸湿時の全光透過率を測定するために
は、次のようなサンプルを準備する。試験片を最大伸長させた後、１０ｃｍ×１０ｃｍに
切断し、ピペットにて４００μＬの純水の液滴を１００滴滴下し、吸湿時のサンプルとす
る。
【００１８】
　このサンプルについて２０℃、５０％ＲＨの恒温恒湿度の部屋にて全光透過率を測定し
、この時の全光透過率を吸湿時の全光透過率とする。なお、全光透過率測定時においても
サンプルを最大伸長させ測定する。その後、（吸湿時の全光透過率－乾燥時の全光透過率
）（％）を求める。吸湿時の外装体１３の厚さ方向の全光透過率は、乾燥時に比べて少な
くとも５％高い。厚さ方向の全光透過率の差は、好ましくは１０％以上であり、より好ま
しくは１５％以上である。全光透過率の差の上限値は、好ましくは４０％以下であり、よ
り好ましくは３５％以下である。
【００１９】
　また、おむつ１の吸湿による光透過性の向上を外観の変化で捉えるには、少なくとも１
１人の被験者が目視することによって確認が行われる。被験者は、平均的な視力を有し、
かつ遠視や老眼でないことが望ましい。
　確認にあたっては、乾燥時と吸湿時のサンプル（１０ｃｍ×１０ｃｍ）と、サンプルよ
り大きいサイズで黒色のプラスチック製平板を用意する。このプラスチック製平板は、実
態における肌を模したものである。サンプルを最大伸長したさせた状態で、プラスチック
製平板に密着させる。サンプルを透して平板の黒色が良く見えることが、おむつの透け感
が向上して肌の色が見えることと対応する。平板に密着させた乾燥サンプルと吸湿サンプ
ルとを２０ｃｍ離れた位置から見比べて、サンプルを透した平板の黒色の見え方を比較す
る。過半数の被験者が、より見えやすいと認識できれば光透光性に違いがあるといえる。
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【００２０】
　以下に、内層シート１３１、外層シート１３２、及びセルロース繊維含有シート１３３
について詳細に説明する。
　内層シート１３１、外層シート１３２、及びセルロース繊維含有シート１３３の色は、
同一である必要はなく、各シートは、他のシートと異なる色に着色されていてもよい。各
シートの色は単色に限らず、部分的に異なる色に着色することもできる。例えば着色され
た図柄なども挙げられる。図柄には文字も含まれ、図面と文字との組み合わせの場合もあ
る。上述したように、外装体１３は吸湿によって光透過性が向上する。外装体１３を構成
している部材の色が部分的に異なっていることにより、より確実に吸湿状態を視認するこ
とができる。
【００２１】
　内層シート１３１及び外層シート１３２は、同一の熱可塑性樹脂でも異なる熱可塑性樹
脂であってもよい。熱可塑性脂シートとしては、例えば、熱可塑性繊維シート及び熱可塑
性繊維複合シートが挙げられる。熱可塑性繊維としては、ポリエチレン繊維、ポリプロピ
レン繊維、ポリエチレン／ポリプロピレン複合繊維、ポリエチレンテレフタレート繊維、
ポリブチレンテレフタレート繊維、ポリアミド繊維等が挙げられ、これらのうちポリエチ
レン繊維、ポリプロピレン繊維、及びこれらと他の繊維、例えばレーヨン、ポリエチレン
テレフタレート繊維、ポリブチレンテレフタレート繊維等の組み合わせが好ましい。
【００２２】
　熱可塑性繊維シートとしては、上記繊維のスパンボンド不織布、サーマルボンド不織布
、エアスルー不織布、スパンレース不織布等が挙げられ、これらのうちスパンボンド不織
布、及びエアスルー不織布が好ましい。特に、シートの薄さの点からスパンボンド不織布
が好ましい。また、これらは延伸加工、防水加工等が施されていてもよい。
【００２３】
　熱可塑性繊維複合シートは、一又は複数の熱可塑性繊維シートと他の素材との複合シー
トである。好ましい他の素材の例は、弾性材であり、例えば特開２００８－１７９１２８
号に記載される、一方向に配列された複数の弾性フィラメントが、実質的に非伸長状態で
、それらの全長にわたり、伸長可能な２枚の不織布の間に接合されて成る伸縮性に優れた
シートが挙げられる。不織布は、上述した熱可塑性繊維の不織布であってよい。弾性フィ
ラメントは糸状の熱可塑性エラストマー又はゴムからなり、例えばＳＥＢＳ（スチレン－
エチレン－ブタジエン－スチレン）、ＳＥＰＳ（スチレン－エチレン－プロピレン－スチ
レン）、天然ゴム、及び合成ゴムが挙げられる。
【００２４】
　熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、適切な光透過性と通気性の
観点から、５～５０ｇ／ｍ２であることが好ましく、より好ましくは７ｇ／ｍ２以上４５
ｇ／ｍ２以下であり、最も好ましくは１０ｇ／ｍ２以上４０ｇ／ｍ２以下である。すなわ
ち、坪量の下限値は、好ましくは５ｇ／ｍ２、より好ましくは７ｇ／ｍ２、最も好ましく
は１０ｇ／ｍ２である。坪量の上限値は、好ましくは５０ｇ／ｍ２、より好ましくは４５
ｇ／ｍ２、最も好ましくは４０ｇ／ｍ２である。なお、内層シート１３１と外層シート１
３２の坪量の関係には特に限定はないが、汗が内層シート１３１からセルロース繊維含有
シート１３３に移行すること、外層シート１３２は防露の観点から内層シート１３１より
坪量が高いことが好ましい。
【００２５】
　内層シート１３１と外層シート１３２との間のセルロース繊維含有シート１３３には、
木材パルプ、再生パルプ、化学パルプ、木綿、及びレーヨン等のセルロース繊維が含有さ
れる。これらのセルロース繊維は、２種以上を組み合わせて用いてもよい。吸湿性が高く
、加工がし易い点で木材パルプ、再生パルプ、及び化学パルプが好ましい。セルロース繊
維含有シート１３３は、セルロース繊維を少なくとも７質量％、好ましくは１０質量％以
上含むシートである。セルロース繊維の含有量の上限値は、好ましくは１００質量％であ
る。
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【００２６】
　セルロース繊維含有シート１３３としては、セルロースと熱可塑性繊維で構成されたス
パンレースやセルロース繊維を抄造して得られる紙、セルロース繊維を製糸した後、織っ
て得られる布帛、又はこれらの組合せを用いることができ、好ましくは紙が使用される。
紙又は布帛には各種加工が施されていてもよい。このような加工としては、例えば、抗菌
加工が挙げられる。また、複数枚の紙、布帛、又はこれらの組合せを、セルロース繊維含
有シート１３３として用いることもできる。
【００２７】
　セルロース繊維含有シート１３３は、見掛け密度が０．００８ｇ／ｃｍ３以上であるこ
とが好ましく、より好ましくは０．０１０ｇ／ｃｍ３以上であり、最も好ましくは０．０
１２ｇ／ｃｍ３以上である。見掛け密度が前記値以上であって、熱可塑性繊維シート又は
熱可塑性繊維複合シートの坪量が上記範囲である場合、吸湿時と乾燥時との厚さ方向の全
光透過率の差が５％以上となりやすい。
　セルロース繊維含有シート１３３の見掛け密度は、０．２ｇ／ｃｍ3以下であることが
好ましく、より好ましくは０．１５ｇ／ｃｍ3以下であり、最も好ましくは０．１ｇ／ｃ
ｍ3以下である。見掛け密度が上記値以下である場合には、吸湿時に光透過性が向上しや
すく、より肌の色が透けて見やすいの点で有利となる。
【００２８】
　セルロース繊維含有シート１３３は、少なくとも一部の色が、内層シート１３１及び／
又は外層シート１３２の色と異なっていることが好ましく、内層シート１３１及び外層シ
ート１３２の両方と異なっていることがより好ましい。吸湿時における色が、乾燥時の場
合より濃くなるため、吸湿による色の変化をより容易に視認することができる。
【００２９】
　セルロース繊維含有シート１３３は、着色された図柄を有していてもよい。図柄の色は
、マンセル表色系で色相がＹＲ（黄赤）又はＹ（黄）以外で彩度Ｃ３以上Ｃ１４以下を含
むものとすることができる。この場合には、乾燥時に明るくある程度の色味を有している
ため、吸湿した際に図柄が濃く浮かんで視認しやすい。図柄の色は、マンセル表色系で色
相がＢＧ（青緑）、Ｂ（青）又はＢＰ（青紫）を含むものとしてもよい。この場合には、
乾燥時における図柄の視認性を高めることができる。
【００３０】
　図柄の着色は、染料系もしくは顔料系の油性インクを用いて、公知の印刷方法、例えば
インクジェット方式、グラビア方式、スクリーン方式等によって行うことができる。セル
ロース繊維含有シート１３３の厚み等にも依存するが、セルロース繊維の吸湿を阻害しな
いように、セルロース繊維の所定量が着色されることが望まれる。セルロース繊維は、全
質量の０．０１％以上が着色されることが好ましく、より好ましくは０．０５％以上であ
る。着色されたセルロース繊維は、全質量の８０％以下であることが好ましく、より好ま
しくは６０％以下である。
【００３１】
　図２に示したように、セルロース繊維含有シート１３３を内層シート１３１と外層シー
ト１３２との間に配置することにより、図柄や色の変化に基づいて吸湿を認識できる。外
層シート１３２とセルロース繊維含有シート１３３とは、外層接合部１３４ｄ，１３４ｅ
を介して部分的に接合されている。外層シート１３２とセルロース繊維含有シート１３３
とが近接しているため、視認性が確保される。外層接合部１３４ｄ，１３４ｅがセルロー
ス繊維含有シート１３３の図柄の上に設けられている場合には、乾燥時の視認が容易とな
る。
【００３２】
　内層シート１３１とセルロース繊維含有シート１３３とは、内層接合部１３４ａ，１３
４ｂ，１３４ｃを介して部分的に接合されているので、これらのシートは密着している。
吸湿時に光透過性が増大した際には、外側から肌の色をより認識しやすくなる。内層接合
部１３４ａ，１３４ｂ、１３４ｃがセルロース繊維含有シート１３３の図柄の上に設けら
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れている場合には、吸湿時に図柄が見え難くなって肌の色がよりいっそう際立つ。高い視
認性を確保するためには、内層シート１３１、セルロース繊維含有シート１３３及び外層
シート１３２が密着し、かつ、内層シート１３１が肌に密着できることが好ましい。
【００３３】
　セルロース繊維含有シート１３３と内層シート１３１及び外層シート１３２との間の接
合部１３４の形状は、点状、線状、らせん状、Ω状、又は面状のいずれであってもよい。
好ましくは、接合部１３４が規則的なパターン、例えば格子状に存在する複数の点、亀甲
状の線である、上述したように、接合部１３４はセルロース繊維含有シート１３３の図柄
上に設けられていることがより好ましい。
【００３４】
　セルロース繊維含有シート１３３と内層シート１３１及び外層シート１３２との接合は
、ヒートシール等の熱接合、縫合等の機械的接合、接着剤による化学的接合、超音波接合
又はこれらの併用のいずれであってよい。好ましくは接着剤による接合である。接着剤と
しては、水溶性接着剤、溶剤系接着剤、ホットメルト接着剤、エポキシ接着剤、シリコー
ン接着剤、及びウレタン接着剤等が挙げられ、これらのうちホットメルト接着剤が好まし
い。
【００３５】
　ホットメルト接着剤は、加熱によってベースポリマーが溶融されて対象物に塗付された
後、冷却されて固化し、対象物を接着するものである。ベースポリマーとしては、例えば
エチレン－酢酸ビニルコポリマー系接着剤、スチレン－ブタジエン系（ＳＢＳ）等の合成
ゴム系接着剤、水溶性高分子系、例えば酢酸ビニル系高分子、澱粉、ゼラチン、及びポリ
ビニルアルコール等が挙げられる。好ましくはスチレン－ブタジエン系ホットメルト接着
剤が使用される。
【００３６】
　外装体１３におけるセルロース繊維含有シート１３３の位置は、内側シート１３１と外
側シート１３２との間に限定されず、図３に示すように、内層シート１３１よりも肌側に
配置してもよい。セルロース繊維含有シート１３３には、汗が直接吸収されるため、少量
の汗でもシートの光透過率を変化させることができる。こうした構成は、汗の量が比較的
少ない腹側胴回り部１３ｄ（図１参照）などで有効である。セルロース繊維含有シート１
３３は、内層シート１３１と別体とすることでセルロース繊維の量を多くすることができ
、吸湿時と乾燥時との全光透過率の差の増大につながる。
【００３７】
　セルロース繊維は、単体のシートとしてではなく、内層シートの一部として外装体１３
に含まれていてもよい。すなわち、熱可塑性繊維部位とセルロース繊維部位とからなる着
用者の肌側の内層シートである。この場合も、汗を直接吸収できるため、少量の汗でも透
過率が変化しやすく吸湿を視認しやすい。したがって、汗の量が比較的少ない腹側胴回り
部１３ｄ（図１参照）などで特に有効である。セルロース繊維含有シートと内層シートと
を一体化することでシート数が少なくなるため、コストが削減されるという利点もある。
【００３８】
　熱可塑性繊維部位とセルロース繊維部位とからなる内層シートは、例えば、特開２００
９－３４４４１号公報に記載されているように２層の熱可塑性繊維ウェブの間にパルプを
配置し、柱状水流を噴射して得られたスパンレース不織布等が挙げられる。セルロース繊
維の含有量は、全質量の１０％以上９０％以下が好ましく、１２％以上８０％以下がより
好ましい。即ち、セルロース繊維の含有量は、全質量の１０％以上が好ましく、１２％以
上がより好ましい。また、セルロース繊維の含有量は、全質量の９０％以下が好ましく、
８０％以下がより好ましい。こうした量でセルロース繊維が含有されていれば、吸湿時と
乾燥時との全光透過率の差が５％以上となりやすい。
【００３９】
　本発明の吸収性物品は、図４に示すパンツ型使い捨ておむつ２のように、外装体２３に
弾性体２３５（図５、２３５ａ～ｃ）をさらに備えてよい。弾性体２３５ａ～ｃは、内層
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シート２３１と外層シート２３２の間に、その伸張方向が胴回り方向に沿うように配置さ
れる。弾性体２３５ａ～ｃは、少なくとも両サイド部Ｓでセルロース繊維含有シート２３
３との間に接合を有する。この場合の接合は、上記ホットメルト接着剤によるものが好ま
しい。
【００４０】
　弾性体２３５ａ～ｃの例としては、天然ゴム、ブタジエンゴム、スチレン－ブタジエン
ゴム、ウレタンゴム等の糸ゴム、平ゴム、フィラメントを含む伸縮性シート等が包含され
る。これらのうち糸ゴムが好ましい。該糸ゴムは、その繊度の下限値が好ましくは３００
ｄｔｅｘ、より好ましくは４００ｄｔｅｘであり、上限値が１３００ｄｔｅｘ、より好ま
しくは１２００ｄｔｅｘである。また、糸ゴム同士のピッチの下限値が、好ましくは２ｍ
ｍ、より好ましくは３ｍｍであり、上限値は好ましくは２０ｍｍ、より好ましくは１５ｍ
ｍである。
【００４１】
　セルロース繊維含有シート２３３は、図５に示すように、内層シート２３１と弾性体２
３５ａ～ｃとの間に配置することができる。接合部２３４ａ～ｃを介して内層シート２３
１と接合されたセルロース繊維含有シート２３３は、弾性体２３５ａ～ｃにより肌側に圧
迫される。おむつ２が肌に密着することで肌の色が見えやすくなり、視認性が向上する。
こうした構成は、外装体２３の図柄を含まない部位、腹側胴回り部２３ｄに設けた際に効
果を発揮する。汗の量が少ない部位においては、図柄なしでセルロース繊維含有シート２
３３が透けることのみによって視認されるからである。
【００４２】
　セルロース繊維含有シート２３３は、図６に示すように、弾性体２３５ａ～ｃと外層シ
ート２３２との間に配置されていてもよい。セルロース繊維含有シート２３３は、接合部
２３４ａ～ｃにより弾性体２３５ａ～ｃに接合され、接合部２３４ｄ，ｅを介して外層シ
ート２３２に接合される。接合には、ホットメルト接着剤を用いることが好ましい。この
ように弾性体２３５ａ～ｃが存在することによって、セルロース繊維含有シート２３３と
外層シート２３２との間に空間が生じ難くなる。その結果、セルロース繊維含有シート２
３３の図柄の視認性が向上する。こうした構成は、図柄を多く含む部位、背側胴回り部２
３ｃに設けるのが有効である。汗の量が多い部位においては、視認性を高めるために図柄
が付与される。汗は背側胴回り部２３ｃで、特にかきやすいためである。
【００４３】
　上述した実施形態に関し、本発明はさらに以下の吸収性物品を開示する。
　＜１＞吸収体と、該吸収体を保持する外装体とを備えた吸収性物品であって、
　前記外装体は、下記（Ａ）乃至（Ｃ）のいずれかの構成からなり、吸湿時と乾燥時との
厚さ方向の全光透過率の差が５％以上であり、
　前記外装体の色は、マンセル表式系において、下記（ａ）乃至（ｃ）のいずれかである
吸収性物品。
　　（Ａ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非
肌側の外層シートと、前記内層シートと外層シートとの間に配置されたセルロース繊維含
有シートとを備えた構成、
　　（Ｂ）熱可塑性繊維からなる着用者の肌側の内層シートと、熱可塑性繊維からなる非
肌側の外層シートと、前記内層シートよりも着用者の肌側に配置されたセルロース繊維含
有シートとを備えた構成、
　　（Ｃ）熱可塑性繊維部位とセルロース繊維部位とからなる着用者の肌側の内層シート
と、熱可塑性繊維からなる非肌側の外層シートとを備えた構成
　　（ａ）明度が、Ｎ９．０（白）
　　（ｂ）色相が、Ｒ（赤）、ＹＲ（黄赤）又はＹ（黄）、明度Ｖ８以下、且つ彩度Ｃ３
以上
　　（ｃ）色相が、ＧＹ(黄緑)、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ
（紫）又はＲＰ（赤紫）
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　＜２＞該外装体は、乾燥時の全光透過率が７０％以下である前記＜１＞に記載の吸収性
物品。
　＜３＞該外装体は、吸湿時と乾燥時との厚さ方向の全光透過率の差が１０％以上である
前記＜１＞又は＜２＞に記載の吸収性物品。
　＜４＞該外装体は、吸湿時と乾燥時との厚さ方向の全光透過率の差が１５％以上である
前記＜３＞に記載の吸収性物品。
　＜５＞該外装体は、吸湿時と乾燥時との厚さ方向の全光透過率の差が４０％以下である
前記＜１＞～＜４＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜６＞該外装体は、吸湿時と乾燥時との厚さ方向の全光透過率の差が３５％以下である
前記＜５＞に記載の吸収性物品。
　＜７＞該セルロース繊維含有シートは、木材パルプ、再生パルプ、化学パルプから選択
される少なくとも１種を含有する前記＜１＞～＜６＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜８＞該（Ａ）又は（Ｂ）の構成である前記＜１＞～＜７＞のいずれか１に記載の吸収
性物品。
　＜９＞該セルロース繊維含有シートは、セルロース繊維を少なくとも７質量％含有する
前記＜８＞に記載の吸収性物品。
　＜１０＞該セルロース繊維含有シートは、該セルロース繊維を少なくとも１０質量％含
有する前記＜９＞に記載の吸収性物品。
　＜１１＞該セルロース繊維含有シートは、該セルロース繊維を１００質量％含有する前
記＜９＞又は＜１０＞に記載の吸収性物品。
　＜１２＞該セルロース繊維含有シートは、見掛け密度が０．０１０ｇ／ｃｍ3以上であ
る前記＜８＞～＜１１＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜１３＞該セルロース繊維含有シートは、見掛け密度が０．０１２ｇ／ｃｍ3以上であ
る前記＜１２＞に記載の吸収性物品。
　＜１４＞該セルロース繊維含有シートは、見掛け密度が０．２ｇ／ｃｍ3以下である前
記＜８＞～＜１３＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜１５＞該セルロース繊維含有シートは、見掛け密度が０．１５ｇ／ｃｍ3以下である
前記＜１４＞に記載の吸収性物品。
　＜１６＞該セルロース繊維含有シートは、見掛け密度が０．１ｇ／ｃｍ3以下である前
記＜１５＞に記載の吸収性物品。
　＜１７＞該セルロース繊維含有シートは、少なくとも一部の色が、該内層シート及び該
外層シートの両方と異なっている前記＜８＞～＜１６＞のいずれか１に記載の吸収性物品
。
　＜１８＞該セルロース繊維は、全質量の０．０１％以上が着色されている前記＜８＞～
＜１７＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜１９＞該セルロース繊維は、全質量の０．０５％以上が着色されている前記＜１８＞
に記載の吸収性物品。
　＜２０＞該セルロース繊維は、全質量の８０％以下が着色されている前記＜８＞～＜１
９＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜２１＞該セルロース繊維は、全質量の６０％以下が着色されている前記＜２０＞に記
載の吸収性物品。
　＜２２＞該セルロース繊維含有シートが紙であり、その少なくとも一部に、該外層シー
ト又は該内層シートとの接合部を有する前記＜８＞～＜２１＞のいずれか１に記載の吸収
性物品。
　＜２３＞該接合部がホットメルト接着剤からなる、前記＜２２＞に記載の吸収性物品。
　＜２４＞該外装体が弾性体をさらに含む、前記＜８＞～＜２３＞のいずれか１に記載の
吸収性物品。
　＜２５＞該弾性体が糸ゴムである、前記＜２４＞に記載の吸収性物品。
　＜２６＞該弾性体が、該外層シートと該セルロース繊維含有シートとの間に備えられる
、前記＜２４＞又は＜２５＞に記載の吸収性物品。
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　＜２７＞該弾性体が、該内層シートと該セルロース繊維含有シートとの間に配置される
、前記＜２４＞又は＜２５＞に記載の吸収性物品。
　＜２８＞該セルロース繊維含有シートが、該弾性体と該外層シートとの間に配置される
、前記＜２７＞に記載の吸収性物品。
　＜２９＞該セルロース繊維含有シートが、ホットメルト接着剤により該弾性体と接合さ
れ、該弾性体を介して該内層シートと接合されて成る、前記＜２７＞又は＜２８＞に記載
の吸収性物品。
　＜３０＞該内層シートと該外層シートがスパンボンド不織布である、前記＜８＞～＜２
９＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜３１＞該内層シートと該外層シートがエアスルー不織布である、前記＜８＞～＜２９
＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜３２＞該内層シートと該外層シートが、熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シ
ートである、前記＜８＞～＜３１＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜３３＞熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、５ｇ／ｍ2以上で
ある、前記＜３２＞に記載の吸収性物品。
　＜３４＞熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、７ｇ／ｍ2以上で
ある、前記＜３３＞に記載の吸収性物品。
　＜３５＞熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、１０ｇ／ｍ2以上
である、前記＜３４＞に記載の吸収性物品。
　＜３６＞熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、５０ｇ／ｍ2以下
である、前記＜３２＞～＜３５＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜３７＞熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、４５ｇ／ｍ2以下
である、前記＜３６＞に記載の吸収性物品。
　＜３８＞熱可塑性繊維シート又は熱可塑性繊維複合シートの坪量は、４０ｇ／ｍ2以下
である、前記＜３７＞に記載の吸収性物品。
　＜３９＞該外層シートの坪量は、該内層シートの坪量より高い、前記＜８＞～＜３８＞
のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜４０＞該（Ｃ）の構成である前記＜１＞～＜７＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜４１＞該内層シートは、２層の熱可塑性繊維ウェブの間にパルプを配置し、柱状水流
を噴射して得られたスパンレース不織布である、前記＜４０＞に記載の吸収性物品。
　＜４２＞該内層シートにおける該セルロース繊維の含有量は、該内層シートの全質量の
１０％以上である、前記＜４０＞又は＜４１＞に記載の吸収性物品。
　＜４３＞該内層シートにおける該セルロース繊維の含有量は、該内層シートの全質量の
１２％以上である、前記＜４２＞に記載の吸収性物品。
　＜４４＞該内層シートにおける該セルロース繊維の含有量は、該内層シートの全質量の
９０％以下である、前記＜４０＞～＜４３＞のいずれか１に記載の吸収性物品。
　＜４５＞該内層シートにおける該セルロース繊維の含有量は、該内層シートの全質量の
８０％以下である、前記＜４４＞に記載の吸収性物品。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明の吸収性物品は、発汗していることを外部から認識できるので、室温や衣類を適
切に調整して、蒸れの不快感やかぶれを防止することができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　テープ型使い捨ておむつ
　２　　パンツ型使い捨ておむつ
　１２、２２　吸収体
　１３、２３　外装体
　１３１、２３１　内層シート
　１３２、２３２　外層シート
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　１３３、２３３　セルロース繊維含有シート
　１３４ａ～ｅ、２３４ａ～ｅ　接合部
　２３５ａ～ｃ　弾性体
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